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こ
の
よ
う
な
考
え
か
ら
、
本
多
達
は
神
社
林
は
杉
・

檜
で
あ
る
と
い
う
当
時
の
常
識
を
覆
し
、
明
治
神
宮
の

森
に
ふ
さ
わ
し
い
主
林
木
は
樫
・
椎
等
の
常
緑
広
葉
樹

だ
と
い
う
結
論
に
至
る
。
彼
ら
が
植
栽
計
画
の
詳
細
を

記
し
た
『
明
治
神
宮
御
境
内
林
苑
計
画
』
に
は
、
一
〇 

〇
年
を
超
え
る
時
間
軸
で
天
然
林
相
を
実
現
す
る
こ
と

を
め
ざ
し
た
、四
段
階
の
遷
移
経
過
が
予
測
さ
れ
て
い
る
。

　
つ
ま
り
彼
ら
林
学
者
は
、
自
分
が
生
き
て
い
る
う
ち

に
森
の
完
成
形
を
見
よ
う
と
は
望
ま
な
か
っ
た
。
一
〇 

〇
年
後
、
一
五
〇
年
後
の
我
々
に
未
来
の
希
望
を
託
し

た
の
だ
。

昭
和
　
明
治
神
宮
備
林
の
創
設

　
昭
和
二
十
（
一
九
四
五
）
年
四
月
十
四
日
未
明
。
山

手
を
中
心
と
し
た
激
し
い
空
襲
に
よ
り
、
明
治
神
宮
で

は
本
殿
を
始
め
主
要
な
建
物
の
ほ
と
ん
ど
が
灰
燼
に
帰

し
た
。
現
在
の
社
殿
は
昭
和
三
十
三
（
一
九
五
八
）
年

に
再
建
し
た
も
の
だ
。
そ
れ
か
ら
六
〇
年
を
経
て
、
老

朽
化
が
目
立
つ
銅
板
屋
根
の
葺
替
え
等
、
設
備
の
更
新

を
図
っ
て
い
る
の
が
、
冒
頭
に
紹
介
し
た
平
成
の
修
復

工
事
で
あ
る
。

　
戦
後
の
社
殿
復
興
事
業
で
は
、
檜
を
主
に
し
て
一
部

杉
を
用
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
林
野
庁
の
特
別
の
厚
意

に
よ
り
、
国
有
林
の
巨
材
の
払
下
げ
を
受
け
て
実
現
し

ら
れ
て
い
る
。

　
社
殿
造
改
修
用
材
の
生
産
を
目
的
に
、
明
治
神
宮
が

境
外
で
森
を
育
て
て
い
る
こ
と
を
知
る
人
は
少
な
い
か

も
し
れ
な
い
。
こ
の
備
林
は
昭
和
三
十
年
代
か
ら
四
十

年
代
に
か
け
て
設
置
さ
れ
、
現
在
で
は
全
国
に
五
カ
所
、

約
一
、〇
〇
〇
㌶
に
広
が
っ
て
い
る
。
そ
の
森
が
教
え

て
く
れ
る
こ
と
を
、
以
下
に
覚
書
に
し
て
み
た
い
。

大
正
　
一
〇
〇
年
計
画
の
森
づ
く
り

　
毎
年
約
一
、〇
〇
〇
万
人
の
参
拝
者
が
訪
れ
る
明
治

神
宮
。
明
治
天
皇
と
昭
憲
皇
太
后
を
祀
る
神
社
と
し
て

創
建
さ
れ
た
の
は
、
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
の
こ
と

だ
。
今
で
は
「
代
々
木
の
杜
」
と
親
し
ま
れ
る
緑
豊
か

た
も
の
だ
が
、
そ
の
用
材
の
総
量
は
一
万
二
千
石
（
約

二
、一
六
〇
立
方
㍍
）
の
多
き
に
達
す
る
も
の
だ
っ
た
。

　
折
し
も
東
京
で
は
、
ア
ジ
ア
初
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開

催
が
決
ま
り
、
新
幹
線
や
地
下
鉄
、
競
技
会
場
等
の
建

設
が
始
ま
っ
て
い
た
。
そ
の
一
環
と
し
て
昭
和
三
十
五

（
一
九
六
〇
）
年
、
明
治
神
宮
境
内
の
一
部
が
首
都
高

速
道
路
建
設
敷
地
に
設
定
さ
れ
る
。
実
は
神
宮
備
林
と

は
、
こ
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連
事
業
の
た
め
に
譲
渡
し

た
土
地
の
補
償
金
で
買
入
れ
た
山
林
が
原
点
と
な
っ
て

い
る
。
そ
の
「
備
林
設
定
の
目
的
」
に
曰
く
、

　
一
、 

内
外
苑
境
内
の
一
部
を
割
愛
譲
渡
し
た
の
で
、

新
た
に
山
林
を
買
い
取
り
境
内
の
延
長
と
見

做
し
、
境
内
縮
小
の
お
詫
び
と
償
と
す
る
。

　
一
、 

で
き
る
限
り
檜
・
杉
を
植
栽
し
て
、
か
ね
て
の

希
望
で
あ
る
「
国
土
へ
の
御
礼
植
栽
」
を
達
成

す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

│
│
　

大
正
創
建
時
に
全
国
の
献
木
と
奉
仕
で
実
現
し
た

森
を
割
譲
し
た
こ
と
を
「
お
詫
び
」
し
、
更
に
社
殿
復

興
の
「
御
礼
」
と
し
て
、
境
内
で
は
な
く
境
外
に
新
し

い
森
を
創
ろ
う
。
昭
和
の
先
輩
達
の
鮮
や
か
な
発
想
の

転
換
に
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
る
。

　
こ
の
計
画
は
一
千
町
歩
の
森
づ
く
り
を
期
し
て
進
め

ら
れ
、
現
在
ま
で
に
ほ
ぼ
そ
の
目
標
を
達
成
。
以
下
の

五
カ
所
が
該
当
す
る
。
①
芝
川
備
林
（
静
岡
県
富
士
宮

な
こ
の
森
は
、
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
一
〇
万
本
の
献

木
に
よ
る
手
づ
く
り
の
森
だ
。
造
営
に
奉
仕
し
た
の
は
、

全
国
各
地
の
青
年
団
の
若
者
達
。
そ
の
数
は
延
べ
一
一 

万
人
に
達
す
る
。

　
植
林
に
は
、
東
京
帝
国
大
学
農
科
大
学
教
授
の
本
多

静
六
を
中
心
と
す
る
当
代
の
林
学
者
達
が
関
わ
っ
た
。

彼
ら
の
理
想
は
、
当
時
「
代
々
木
の
原
」
と
称
さ
れ
て

木
々
も
ま
ば
ら
な
不
毛
の
地
に
、
自
然
の
循
環
で
繁
茂

す
る
大
森
林
を
つ
く
り
上
げ
る
こ
と
だ
っ
た
。
そ
の
た

め
に
は
暖
帯
に
属
す
る
こ
の
土
地
に
最
適
な
樹
種
を
選

定
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
周
辺
の
工
場
か
ら
の
煤
煙

に
よ
る
大
気
汚
染
を
い
ち
早
く
問
題
視
し
、
都
市
環
境

に
強
い
樹
種
に
も
注
意
を
払
っ
た
。

市
）、
②
秩
父
備
林
（
埼
玉
県
秩
父
市
浦
山
）、
③
清

内
路
備
林
（
長
野
県
下
伊
那
郡
阿
智
村
清
内
路
）、
④

那
智
備
林
（
和
歌
山
県
東ひ

が
し

牟む

婁ろ

郡
那
智
勝
浦
町
）、
⑤

芝
川
備
林
富
士
施
業
地
（
静
岡
県
富
士
市
）。

　
こ
の
う
ち
②
は
浦
山
ダ
ム
、
④
は
熊
野
那
智
大
社
の

別
宮
、
飛ひ

瀧ろ
う

神
社
の
御
神
体
で
あ
る
大
滝
の
水
源
林
に

相
当
す
る
。
社
殿
の
御
用
林
と
し
て
は
勿
論
、
国
土
の

水
源
涵
養
林
と
し
て
、
備
林
は
確
か
に
御
礼
の
森
へ
と

生
長
を
遂
げ
つ
つ
あ
る
。

そ
し
て
、新
し
い
時
代
へ

　
今
般
の
仮
殿
造
営
で
は
那
智
勝
浦
か
ら
伐
り
出
し
た

檜
が
柱
等
に
使
用
さ
れ
た
。
備
林
の
材
が
社
殿
に
用
い

ら
れ
た
の
は
こ
の
修
復
工
事
が
初
め
て
と
い
う
。
昭
和

の
植
栽
か
ら
六
〇
年
。
苗
木
が
用
材
に
育
つ
ま
で
そ
れ

だ
け
の
時
間
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
だ
。
思
え
ば
昭
和

の
先
輩
も
ま
た
、
五
〇
年
後
、
一
〇
〇
年
後
の
未
来
に

投
じ
て
、
理
想
の
実
現
を
夢
見
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

　
そ
し
て
時
代
は
あ
ら
た
ま
り
、
新
元
号
で
迎
え
る
来

年
の
鎮
座
百
年
。
代
々
木
の
原
を
森
に
変
え
、
お
詫
び

を
お
礼
へ
と
昇
華
し
た
先
輩
方
に
は
及
ぶ
べ
く
も
な
い

が
、
筆
者
も
ま
た
、
一
〇
〇
年
後
の
未
来
を
信
じ
て
今

日
の
一
本
の
木
を
植
え
る
一
人
で
あ
り
た
い
と
願
っ
て

い
る
。

平
成
　
御
社
殿
群
の
大
修
復

　
い
よ
い
よ
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
ま

で
あ
と
一
年
に
迫
っ
た
。
そ
の
二
〇
二
〇
年
は
、
筆
者

が
奉
職
す
る
明
治
神
宮
に
と
っ
て
も
鎮
座
百
年
と
い
う

重
要
な
年
回
り
に
あ
た
る
。
目
下
、
境
内
は
明
年
に
向

け
た
御
社
殿
群
修
復
工
事
の
真
っ
最
中
だ
。
昨
年
五
月

に
は
、
本
殿
の
屋
根
葺
替
え
に
あ
た
り
、
御
祭
神
を
本

殿
か
ら
仮
殿
に
お
遷
し
す
る
遷せ

ん

座ざ

祭さ
い

を
催
行
し
た
。
本

年
八
月
、
修
復
を
終
え
た
本
殿
に
御み

霊た
ま

代し
ろ

（
御
神
体
）

を
お
迎
え
す
る
本
殿
遷
座
祭
を
行
う
ま
で
、
参
拝
は
仮

殿
で
お
願
い
し
て
い
る
が
、
実
は
こ
の
仮
殿
に
は
、
明

治
神
宮
が
戦
後
、
御
用
林
と
し
て
育
て
た
檜
材
が
用
い

未
来
を
植
え
る
│
森
が
教
え
て
く
れ
る
こ
と
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